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はじめに

　利用期を迎えている森林資源の循環的な利用を図り、森林の公益的機能の高度発揮と
持続的な林業経営を進めていくためには、現地の状況に適した林業機械や作業システム
を効率的に運用できる技能者の育成を図ることが重要となっております。とりわけ急傾
斜地等においては、架線集材による効率的な作業システムの必要性が各地で高まりつつ
あります。　
　このような中で、架線系林業機械の作業効率を向上させる高度な技能を有する現場技
能者の育成が課題となっていることから、高度架線技能者の育成を図るための育成プロ
グラム及び技術マニュアルを作成し、それらを活用した研修事業を実施することとなり
ました。
　高度架線技能者とは、実際に現場作業を指揮等しなければならない林業架線作業主任
者であるとともに、各種作業システムの知識を有し、林況や路網の開設状況等の現地の
状況に応じた最も生産性の高い架線系作業システムの選択と設計や架線架設・撤収作業
の実施・指導、生産性の高い集材作業の実施、軽微な機械の故障については、現場修理
を行う能力を有する者とします。また、今後の生産性向上の必要性を勘案すれば、現場
実践技術のノウハウ・コツの習得、向上のみならず、マネジメント感覚を身に着けるこ
とも必要と考えています。
　本書は、このような高度架線技能者を目指す林業架線作業主任者を対象として作成し
たもので、この教材の作成に当たっては、
①  施業地の地況、林況及び路網の開設状況等に応じた、最も生産性の高い架線系作業

システムの選択と設計
②  架線の架設・撤収における実践的なノウハウ・コツ
③  伐倒、集材、搬出等の作業相互の連携に配慮した生産性の高い集材作業のノウハウ・

コツ
④  集材機械等のメンテナンス及び軽微な故障についての現場修理
⑤  安全作業の確保のため、遵守すべき事項の再確認
⑥  架線集材にかかる基礎的知識の再確認
⑦  集材機集材だけでなく、タワーヤーダ等の新しい林業機械を用いた作業システム
についても記述しました。
　架線集材については、現地の地形や搬出対象の重量等により異なることから、地域の
条件に適合した方法を採用しなければなりません。従って、架線集材の実施に当たって
は、創意工夫をしながら、現地の状況に応じた架線作業にかかる技術を磨いていくこと
が必要となります。
　本書の内容は、そのような観点からまだ十分なものとは言えませんが、基本的な事項
の理解に少しでも参考にしていただければと考えております。

　平成27年3月
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